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プ
ロ
ロ
ー
グ 

平
成
二
十
五
年
夏
、
大
成

だ
い
じ
ょ
う

寺 じ

住
職
よ
り
突
然
、
「
紹
介
し
た
い

人
が
い
る
か
ら
す
ぐ
来
て
欲
し
い
」
と
の
連
絡
あ
り
。 

大
成
寺
は
徳
山
藩
毛
利
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
今
も
寺
の
裏
山

に
は
周
南
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
毛
利
家
一
族
の
墓
所
が
あ

る
。
そ
の
大
成
寺
二
十
世
堀
江
一
道
住
職
と
は
同
級
生
の
幼
馴
染

で
あ
り
、
親
友
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
境
内
に
生 な

っ
て
い
た
ぐ
い
の

実
（
グ
ミ
の
実
）
を
こ
っ
そ
り
食
べ
あ
っ
た
り
、
本
堂
の
棟
上
げ

の
時
の
餅
ま
き
で
は
、
子
供
に
は
拾
え
ず
、
住
職
の
お
母
さ
ん
に

い
た
だ
い
て
帰
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
な
に
や
か
や
、
行
か
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。 

馳
せ
参
じ
る
と
勝
新
太
郎
を
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
感
じ
の
恰
幅 

      の
い
い
紳
士
が
お
待
ち
で
あ
っ
た
。 

福
間
元 も

と

辰 の
ぶ

こ
と
梅
田
守
氏
。
七
十
三
歳
。
徳
山
藩
家
老
職
を
歴

任
し
た
福
間
家
の
子
孫
で
あ
る
。 

そ
の
方
が
一
体
私
に
何
の
用
で
あ
ろ
う
か
。 

仔
細
は
、
周
南
市
在
住
の
福
間
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
刀
剣
類

を
修
理
、
再
生
す
る
た
め
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
来
ら
れ
た
由
。
レ

ン
タ
カ
ー
に
て
取
り
あ
え
ず
岡
山
ま
で
運
ぶ
と
の
こ
と
。
何
の
こ

と
は
な
い
運
搬
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
が
あ
り
が
た
い
福
間
家
と
の
御
縁
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

 
後
日
、
梅
田
氏
よ
り
豪
華
に
装
丁
さ
れ
た
一
冊
の
福
間
家
の
家

譜
が
届
い
た
。
五
百
三
十
六
頁
に
わ
た
る
福
間
家
の
歴
史
で
あ
る
。 

 
 

徳
山
藩
に
命
を
捧
げ
た
福
間
家
の
人
々 

会
員 

栗 

﨑 

健 



福
間
氏
伝 

福
間
氏
は
宗
祖
よ
り
因
幡
に
住
し
て
、
代
々
山
名
氏
の
一
族
で

あ
る
と
と
も
に
家
臣
で
あ
っ
た
。
後
光

ご

こ

う

厳ご
ん

天
皇
（
在
位
一
三
五
二

―
一
三
七
一
）
の
時
代
、
山
名
伊
豆
守
時と

き

氏う
じ

の
徴

ち
ょ
う

臣し
ん

に
福
間
三
郎

と
い
う
者
あ
り
。
勇
力
、
軍
功
数
々
あ
り
。
三
郎
の
子
、
福
間
備

前
守
貞
平
は
故
あ
っ
て
雲
州
の
塩
冶

え

ん

や

に
属
し
た
が
、
ま
た
元
の
山

名
の
家
臣
に
復
し
た
。
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
将
軍
足
利
義
満

公
の
将
山
名
陸
奥
守
氏 か

ず

清 き
よ

と
、
南
方
の
将
楠
判
官
正
勝
が
河
州

か
し
ゅ
う

平

尾
に
て
戦
っ
た
時
、
氏
清
の
軍
勢
五
隊
の
内
、
貞
平
は
そ
の
一
隊

七
百
余
騎
の
将
で
あ
っ
た
。
軍
功
あ
り
、
勇
力
を
振
る
っ
た
。 

貞
平
の
子
福
間
備
中
守
凞 ひ

ろ

明 あ
き

も
大
い
に
軍
功
を
挙
げ
た
。
凞
明

も
山
名
陸
奥
守
氏
清
に
属
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
徳
二
年
（
一

三
九
一
）
将
軍
義
満
公
が
山
名
氏
清
を
追
討
。
そ
の
際
、
山
名
宮

内
少
輔
時
凞

と
き
ひ
ろ

が
、
将
軍
方
に
属
し
て
二
條
大
宮
に
於
い
て
戦
っ
た
。

つ
ま
り
山
名
氏
は
二
派
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

山
名
氏
の
家
運
が
衰
亡
、
凞
明
の
臣
僕
も
皆
四
方
に
離
散
し
た
。

凞
明
の
孫
福
間
掃
部
助
政
貞
は
、
備
後
国
三
次
郡
簱
返
城
主
と
な

っ
た
が
文
亀
三
年(

一
五
〇
三)

死
す
。
討
死
と
も
い
う
。 

政
貞
の
子
政
重
、
そ
の
子
に
福
間
彦
右
衛
門
元
明
あ
り
。
毛
利

元
就
公
の
家
臣
と
な
る
。
度
重
な
る
戦
場
に
於
い
て
元
明
の
武
功

は
数
え
き
れ
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
毛
利
軍
に
追
わ
れ
富
海
で
自

害
し
た
大
内
太
郎
左
衛
門
輝
弘
を
い
ち
早
く
見
つ
け
、
首
を
持
ち

帰
っ
た
こ
と
、
雲
州
尼
子
の
猛
将
山
中
鹿
之
介
の
首
を
討
っ
た
こ

と
は
特
に
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
四
度
目
の
出
陣
、
豊
後
の

大
友
と
毛
利
家
が
戦
っ
た
時
、
大
友
の
幕
下
髙
橋
秋
種
の
部
下
、

稲
富
羽
右
衛
門
と
豊
前
大
里

だ

い

り

の
浜
に
て
槍
を
合
わ
せ
戦
死
し
た
。

時
に
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
丙
戊
八
月
二
十
六
日
、
四
十
三

歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
に
弔
い
の
松
が
植
え
ら
れ
た
。 

        

＜福間松＞ 元明戦死地の門司区大里ヶ

浜に松と石碑があったが、松は枯死、石碑

は近くの西生寺境内にある。 



元
明
の
子
、
福
間
淡
路
守
元
道
は
毛
利
輝
元
公
に
仕
え
る
。
輝

元
公
二
男
就
隆
公
三
歳
の
時
、
傳
役

も
り
や
く

に
な
る
。
そ
の
後
、
就
隆
公

が
徳
山
藩
主
に
任
じ
ら
れ
た
時
、
就
隆
公
を
補
佐
す
る
よ
う
命
じ

ら
れ
る
。
長
男
就
辰
に
家
領
を
譲
り
、
就
辰
を
萩
に
残
し
、
徳
山

に
赴
任
し
た
。
五
人
の
子
の
内
、
四
人
は
徳
山
で
育
つ
。
即
ち
、

二
男
隆
治
、
三
男
隆
之

た
か
ゆ
き

、
四
男
隆
常
、
五
男
隆 た

か

廉 ゆ
き

で
あ
る
。
以
後
、

こ
の
徳
山
の
地
に
於
い
て
、
福
間
家
は
毛
利
徳
山
藩
に
命
を
捧
げ
、

連
綿
と
今
日
に
繋
が
る
繁
栄
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

福
間
元
明
の
活
躍 

 

福
間
家
の
祖
福
間
三
郎
が
、
山
名
氏
か
ら
福
万
氏
と
姓
を
改
め

た
。
正
確
に
は
福
万
三
郎
で
あ
る
。
そ
の
『
福
万
』
を
『
福
間
』

に
変
え
た
の
が
元
明
で
あ
る
。
福
間
家
の
武
勇
を
語
れ
ば
、
福
間

氏
伝
に
記
し
て
あ
っ
た
よ
う
に
こ
の
元
明
が
一
番
で
あ
ろ
う
。 

 

陶
晴
賢
を
厳
島
で
滅
亡
さ
せ
た
戦
で
は
、
戦
闘
前
の
敵
情
視
察

に
、
厳
島
神
社
の
神
官
の
衣
装
を
着
用
、
誰
に
も
疑
わ
れ
ず
島
中

自
由
に
往
来
し
、
正
確
に
詳
細
な
報
告
を
し
て
い
る
。
そ
の
機
知

と
胆
力
に
、
元
就
を
し
て
「
最
大
の
勲
功
者
は
福
間
元
明
で
あ
る
」 

と
言
わ
し
め
て
い
る
。 

 

有
名
な
山
中
鹿
之
介
の
首
を
討
っ
た
戦
は
、
天
正
六
年
（
一
五

七
八
）
松
山
城
下
を
流
れ
る
高
梁

た
か
は
し

川
の
阿
井

あ

い

の
渡

わ
た
し

に
お
い
て
、
河

中
で
討
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
鹿
之
介
の
首
に
提
げ
て

い
た
大
海
の
茶
入
れ
及
び
匕
首

あ
い
く
ち

を
持
ち
帰
っ
た
。
茶
入
れ
の
蓋
は

象
牙
で
で
き
て
お
り
、
裏
に
は
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
。
匕
首
に

は
龍
の
模
様
が
彫
ら
れ
て
い
る
。 

 

戦
前
、
山
中
鹿
之
介
の
子
孫
で
あ
る
大
阪
の
財
閥
鴻
池
は
、
そ

の
遺
品
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
金
に
糸
目
を
付
け
ず

買
い
取
り
を
迫
っ
た
。
が
、
当
時
の
長
男
就
辰
系
十
三
代
二
郎
は

満
州
転
勤
の
際
、
紛
失
し
た
と
言
い
張
り
、
公
開
を
秘
し
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
二
郎
の
甥
、
長
男
系
十
五
代
福
間
雄
一
氏
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
取
材
が
あ
り
、
匕
首
や
茶
入
れ
は
全
国
に
放
映
さ
れ

た
。
現
在
も
福
間
雄
一
氏
宅
に
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

 
元
明
の
兄
彦
十
郎
重
信
も
元
就
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
十
八
歳

の
時
、
藝
州
黒
瀬
の
党
（
陶
晴
賢
の
兵
）
討
伐
の
戦
で
戦
死
し
た
。

そ
の
折
、
元
就
公
、
隆
元
公
二
人
の
連
名
の
宛 あ

て

行
状

が
い
じ
ょ
う

を
元
明
（
当

時
松
若
）
が
賜
っ
て
い
る
。 



毛
利
元
就
・
同
隆
元
連
署
宛
行
状 

 

今
度
黒
瀬

安

芸

国

之
者
共
珠
伐
之
時 

其
方
兄
彦
十
郎
討
死
候 

感
悦 

 
 
 

 

更
不
及
申
候 

仍
三

備 

後

若国

之
内
伊
藤
分
田
壱
町
小
・
畠
一
段 

迫

分
田
六
段
・
屋
敷
一
所 

石
原

備

後

国

之
内
田
四
段
之
事 

為
給
地
遣

之
候 

全
可
知
行
事
肝
要
候 

仍
一
行
如
件 

 

天
文
二
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

元
就 

花
押 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

隆
元 

花
押 

福
万
松
若
殿 

 

徳
山
藩
福
間
家
の
祖
淡
路
守
元
道 

 

元
明
の
長
男
元
道
は
毛
利
輝
元
公
に
仕
え
る
。
文
禄
、
慶
長
の

役
の
際
は
輝
元
公
に
代
わ
っ
て
総
大
将
の
毛
利
秀
元
を
補
佐
し
朝

鮮
に
出
兵
す
る
。
小
早
川
隆
景
や
黒
田
長
政
等
と
戦
を
共
に
し
た
。 

輝
元
公
二
男
就
隆
が
三
歳
の
時
、
傳
役

も
り
や
く

を
勤
め
、
以
後
、
就
隆

公
を
補
佐
す
る
。
就
隆
公
が
下
松
に
三
万
石
を
分
地
さ
れ
た
元
和

三
年
（
一
六
一
七
）
、
藩
の
家
老
職
と
な
っ
た
元
道
は
五
十
八
歳
で

あ
る
。
就
隆
公
は
い
ま
だ
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
寛
永
八
年
（
一
六

三
一
）
館
邸
が
下
松
に
竣
工
。
寛
永
十
一
年
、
幕
府
は
就
隆
へ
の

分
地
を
正
式
に
認
め
諸
侯
の
列
に
加
え
る
。
寛
永
十
五
年
、
就
隆

公
初
め
て
下
松
の
館
邸
に
入
る
。
そ
の
翌
年
、
就
隆
公
の
活
躍
を

見
届
け
、
安
心
し
た
か
の
如
く
元
道
は
、
徳
山
に
二
男
か
ら
五
男

の
四
家
の
福
間
家
を
残
し
、
八
十
歳
の
高
齢
を
も
っ
て
天
寿
を
全

う
し
た
。
福
間
淡
路
守
元
道
こ
そ
徳
山
福
間
家
の
祖
で
あ
る
。 

 

元
道
長
男
就 な

り

辰 た
つ

、
江
戸
留
守
居
役
に 

 

福
間
淡
路
守
元
道
が
、
徳
山
藩
行
き
を
命
じ
ら
れ
、
ひ
と
り
萩

本
藩
に
残
さ
れ
た
元
道
の
長
男
就
辰
。
藩
主
の
信
望
が
厚
く
寛
永

十
年
（
一
六
三
三
）
三
十
八
歳
の
時
、
江
戸
留
守
居
役
に
抜
擢
さ

れ
る
。
以
後
、
妻
子
を
萩
に
残
し
、
新
た
に
江
戸
で
妻
を
娶
り
、

二
十
五
年
間
、
萩
に
帰
る
こ
と
な
く
江
戸
で
毛
利
家
の
た
め
に
尽

く
し
た
。
そ
の
時
、
就
辰
が
書
き
遺
し
た
史
料
（
日
記
）
が
山
口

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
公
儀
所
日
乗
』
で
あ
る
。 

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授
、
史
料
編
纂
所
教
授
山
本
博

文
氏
は
全
３６
冊
の
『
公
儀
所
日
乗
』
を
読
破
さ
れ
、
学
術
文
庫
『
江

戸
お
留
守
居
役
の
日
記
』
と
し
て
、
就
辰
の
働
き
ぶ
り
と
共
に
、



当
時
の
歴
史
と
並
行
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
講
談
社
よ
り

発
行
。
就
辰
の
詳
細
は
こ
の
本
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

 

元
道
二
男
隆
治
、
父
と
共
に
下
松
へ 

 

隆
治
は
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
兄
就な

り

辰た
つ

と
同
じ
く
広
島
で
生

ま
れ
た
。
就
隆
公
に
仕
え
百
石
を
給
さ
れ
る
。 

あ
る
時
、
冤
罪
で
入
牢
さ
せ
ら
れ
る
。
無
実
が
晴
ら
さ
れ
た
時

は
、
既
に
病
が
重
く
、
父
元
道
よ
り
早
く
二
十
八
歳
の
若
さ
で
逝

っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
元
道
の
家
老
職
を
継
い
だ
の
は
、
隆
治

の
弟
、
隆
之

た
か
ゆ
き

（
三
男
）
で
あ
っ
た
。 

二
男
系
初
代
隆
治
の
九
代
目
に
福
間
舜
欽

き
よ
た
だ

が
出
る
。
興
譲
館
初

代
教
授
で
あ
る
。
号
を
青
海
、
通
称
左
衛
門
と
い
う
。
少
壮
に
し

て
肥
後
の
辛
島
塩
井

え
ん
せ
い

に
学
ん
だ
。
塩
井
は
熊
本
時
習
館
の
教
授
で

程て
い

朱し
ゅ

学
を
奉
じ
、
碑
史
、
野
史
に
も
博
く
通
じ
て
い
た
。
藩
学
が

徂
徠
学
か
ら
朱
子
学
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。 

舜
欽
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
六
月
、
小
川
乾
山
の
後
を
受

け
て
鳴
鳳
館
の
教
授
と
な
り
、
館
名
の
変
更
後
も
そ
の
ま
ま
と
ど

ま
っ
て
興
譲
館
の
初
代
教
授
と
な
っ
た
。
当
職
粟
屋
大
炊

お

お

い

、
粟
屋

采
雄
、
小
川
乾
山
、
飯
田
竹
塢

ち

く

う

ら
と
は
不
和
で
あ
っ
た
が
当
職
福

間
刑
馬
（
三
男
系
九
代
目
寿
昭
）
と
は
合
い
許
す
仲
で
あ
り
、
本

城
清
、
江
村
彦
之
進
ら
と
も
よ
か
っ
た
。
正
義
派
で
あ
る
。
そ
の

教
授
と
な
る
や
、
文
学
寮
を
増
築
し
、
あ
る
い
は
釈せ

き

菜さ
い

を
盛
ん
に

し
て
老
年
者
、
孝
子
を
敬
い
表
し
、
あ
る
い
は
留
学
生
を
諸
藩
に

派
遣
す
る
な
ど
、
し
き
り
に
学
政
を
拡
張
し
て
士
気
を
鼓
舞
し
た
。

ま
た
、
施
設
の
見
る
べ
き
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
財
政
が
こ
れ
に

伴
わ
な
く
反
対
派
の
乗
ず
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
安
政
元
年
（
一
八

五
四
）
七
月
、
厳
し
い
譴
責

け
ん
せ
き

を
受
け
、
同
年
九
月
十
二
日
幽
閉
中

に
没
し
た
。
自
刃
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

二
男
系
隆
治
の
長
男
隆
良
か
ら
分
家
し
た
初
代
良
治
系
六
代
目

嘉
明
は
中
島
流
砲
術
指
南
役
で
砲
術
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

同
時
期
、
西
洋
砲
術
で
名
を
な
し
た
兼
﨑
橙
堂

と
う
ど
う

は
一
時
期
お
家
断

絶
と
な
り
、
大
阪
・
堺
で
浪
人
し
て
い
た
。
そ
の
橙
堂
を
舜
欽
が

呼
び
戻
し
、
許
さ
れ
、
兼
﨑
家
は
再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

舜
欽
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
十
代
目
敏
輔
（
駒
太
）
も
義
父
舜
欽

の
志
を
継
ぎ
正
義
派
と
し
て
活
躍
し
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

九
月
九
日
、
徳
山
藩
九
代
藩
主
毛
利
元
蕃
公
の
、
藩
論
を
正
義
派



と
す
る
告
文
に
応
じ
、
俗
論
を
主
張
す
る
者
は
死
せ
ん
と
す
る
血

盟
書
に
、
敏
輔
は
大
野
直
亮
、
三
吉
族
に
次
ぎ
三
番
目
に
勢
い
血

判
し
て
い
る
。
ま
た
六
番
目
に
は
家
老
福
間
刑
馬
の
三
男
勝
美
の

名
前
も
見
え
る
。
同
年
に
は
諸
隊
が
編
成
さ
れ
、
練
兵
塾
を
献
功

堂
と
改
称
、
敏
輔
も
勝
美
も
教
練
懸
り
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

敏
輔
は
維
新
後
、
教
育
者
の
道
に
進
み
、
藩
校
が
徳
山
小
学
、

桜
馬
場
小
学
、
岐
陽
小
学
と
改
称
さ
れ
て
い
く
中
、
学
校
の
発
展

に
尽
く
し
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
設
立
さ
れ
た
岐
陽

小
学
の
一
ノ
井
出
支
校
（
後
、
分
校
）
で
は
校
長
を
務
め
て
い
た
。

明
治
三
十
一
年
六
十
一
歳
に
て
亡
く
な
る
が
、
そ
の
後
、
大
正
時

代
ま
で
敏
輔
の
命
日
に
は
校
長
並
び
に
五
、
六
年
生
の
代
表
が

福
田
寺

ふ
く
で
ん
じ

に
墓
参
り
す
る
こ
と
が
慣
例
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。 

      

 
 

             

敏
輔
の
養
女
と
な
っ
た
の
が
キ
ワ
で
あ
る
。
キ
ワ
が
い
な
か
っ

た
ら
、
こ
こ
で
断
絶
し
て
、
福
間
二
男
系
の
今
は
な
か
っ
た
。 

 
キ
ワ
は
毛
利
家
に
勤
め
、
徳
山
毛
利
家
十
一
代
当
主
元
秀
の
室

庸 つ
ね

子
様
に
特
に
可
愛
が
ら
れ
た
。
平
壌
に
渡
っ
た
キ
ワ
は
戦
後
、

無
一
文
で
帰
国
。
そ
の
時
も
毛
利
家
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。 

福間キワ（明治 17 年~昭和 32 年 73 歳卒） 
夫孝作と平壌で事業を興す。順調であったが孝作は平壌で
死亡。太平洋戦争終戦で福間家は財産すべてを失う。長男
襄は一族 10 名を引き連れ 38 度線を脱出、命からがら帰国
した。その後、富士化学（(株)を興し現在の隆盛をみる。 

左から 2 番目キワ 右から 3 番目庸子様  

福間敏輔と妻ソノ 

ふたりには子供がなかった

が、仲睦まじい様子がうかが

える。この写真の原版はガラ

ス板に感光、定着してネガを

えたもので、桐箱に納められ

ていた。 



元
道
三
男
隆
之

た
か
ゆ
き

、
家
老
職
を
継
承 

 

二
男
隆
治
が
家
老
職
を
継
ぐ
は
ず
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
不
慮
の

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
た
め
、
三
男
系
初
代

の
隆
之
が
五
百
石
の
家
老
職
を
継
い
だ
。
そ
の
子
隆
信
は
六
百
石

に
加
増
さ
れ
、
廃
藩
置
県
時
の
十
代
目
蕃
雄
（
式
部
）
ま
で
六
百

石
を
維
持
、
歴
代
の
藩
主
を
支
え
て
い
っ
た
。 

 

三
男
系
五
代
目
尭 あ

き

義 よ
し

は
、
五
代
藩
主
広
豊
公
の
時
代
罷
免
さ
れ

一
時
断
絶
し
た
。
し
か
し
後
、
徳
山
藩
に
帰
参
し
、
福
間
家
一
族

の
家
譜
を
実
に
四
十
七
年
間
調
査
し
作
成
し
た
。
こ
れ
が
元
に
な

っ
て
今
日
の
新
し
い
家
譜
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
家
督
は
嫡
子

豊
宣
が
継
ぎ
、
三
百
石
に
減
ら
さ
れ
た
給
禄
も
六
百
石
に
戻
し
、

立
派
に
家
老
職
を
勤
め
た
。 

 

三
男
系
九
代
目
寿 じ

ゅ

昭
し
ょ
う

（
刑
馬
）
は
、
幕
末
の
徳
山
内
訌
の
時
、

正
義
派
の
主
導
役
と
な
り
、
俗
論
派
の
家
老
富
山
等
の
壁
と
な
っ

た
。
富
山
を
襲
っ
た
正
義
派
等
の
取
り
調
べ
で
は
、
福
間
の
指
図

で
あ
ろ
う
と
厳
し
く
責
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。
寿
昭
は
、
七
人
の

殉
難
者
を
だ
し
、
幽
閉
、
切
腹
を
迫
ら
れ
た
が
藩
主
元
蕃
公
は
こ

れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
藩
論
、
再
び
正
義
派
に
か
わ
り
、
要
職
に

復
帰
。
練
兵
塾
総
裁
等
を
勤
め
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
は
世
子
元

功
公
の
補
佐
に
努
め
、
つ
い
で
大
参
事
に
任
命
さ
れ
た
が
高
齢
の

為
辞
職
、
明
治
十
八
年
七
十
九
歳
に
て
卒
し
た
。 

  

元
道
四
男
隆
常
は
弓
の
達
人
で
あ
っ
た
が 

 

福
間
家
よ
り
家
譜
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
冒
頭
に
述
べ
た
。
私

は
、
毛
利
徳
山
藩
の
家
臣
た
ち
の
譜
録
に
興
味
を
持
ち
、
各
家
の

家
系
を
調
べ
て
い
る
。
譜
録
は
藩
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

正
直
に
正
確
に
記
す
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。
姓
氏
之
部
、
世
統

之
部
、
禄
格
之
部
、
母
妻
子
女
之
部
、
拝
領
物
之
部
、
職
務
之
部

が
あ
る
。
し
か
し
、
幽
閉
、
蟄
居
等
お
咎
め
が
あ
っ
て
も
、
詳
細

に
は
触
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
家
系
の
影
の
部
分
は
な
か
な
か

見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。 

今
回
、
福
間
家
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
福
間
家

譜
に
は
福
間
家
の
影
の
部
分
も
、
隠
す
こ
と
な
く
赤
裸
々
に
記
さ

れ
て
い
る
。
実
に
深
く
感
銘
し
た
次
第
で
あ
る
。
都
合
の
い
い
こ

と
だ
け
を
記
す
の
で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
に
記
述
す
る
。
家
譜

と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。 



福
間
家
の
影
の
一
部
分
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。 

四
男
系
初
代
隆
常
は
初
代
藩
主
就
隆
公
に
仕
え
百
五
十
石
で
召

出
さ
れ
た
。
城
州
山
科
片
園
流
射
術
の
達
人
で
あ
っ
た
。
他
家
へ

仕
官
し
た
く
暇
を
願
い
出
る
が
許
さ
れ
ず
、
逆
に
江
戸
へ
の
お
供

を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
、
何
の
沙
汰
も
無
い
の
で
、
名
声
を

願
い
、
つ
い
に
出
奔
し
た
。
兄
の
隆
之

た
か
ゆ
き

は
藩
に
「
探
し
出
し
て
切

腹
を
申
し
渡
し
た
い
」
と
願
い
出
る
が
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
隆
常
は
各
地
を
浮
浪
し
た
後
、
防
州

大
島
郡
の
島
尻
に
た
ど
り
つ
き
、
妻
子
を
連
れ
だ
し
漁
猟

ぎ
ょ
り
ょ
う

を
し
て

過
ご
し
て
い
た
が
、
困
窮
の
果
て
妻
は
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。
五

人
の
子
供
達
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
親
類
に
預
け
ら
れ
た
。 

夢
や
、
あ
る
い
は
野
望
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
悲
し

い
結
末
で
あ
っ
た
。 

隆
常
の
三
男
は
、
出
家
し
龍
文
寺
九
巌
寺
の
和
尚
の
弟
子
と
な

り
幾
度
と
寺
を
移
り
変
わ
り
住
む
。
大
磯
和
尚
と
い
う
。
大
成
寺

だ
い
じ
ょ
う
じ

に

住
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
る
時
、
甥
の
増
野
幾
助
（
隆
常
の
孫
）

が
従
弟
の
荘
原
市
右
衛
門
（
隆
常
の
孫
）
を
辻
の
借
家
で
殺
害
す

る
。
そ
の
後
、
帰
宅
し
て
い
た
幾
助
に
大
磯
和
尚
は
理
由
を
聞
い

た
上
、
切
腹
を
申
し
聞
か
せ
る
。
覚
悟
し
た
幾
助
は
直
ち
に
切
腹
、

大
磯
和
尚
は
幾
助
の
介
錯
を
し
た
と
い
う
。 

当
時
は
、
徳
山
藩
の
改
易
が
許
さ
れ
た
頃
で
、
家
の
無
い
浪
人

も
多
く
、
不
安
定
な
世
情
が
遠
因
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

元
道
五
男
隆 た

か

廉 ゆ
き

の
運
命
は 

五
男
系
初
代
隆
廉
は
就
隆
公
の
御
小
姓
と
し
て
召
出
さ
れ
、
最

初
は
禄
高
わ
ず
か
四
人
扶
持
で
あ
っ
た
が
、
徳
山
藩
二
代
藩
主
元 も

と

賢 か
た

公
の
兄
岩
松
様
の
傳
役

も
り
や
く

等
を
経
て
、
禄
高
三
百
石
ま
で
出
世
し

た
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
故
あ
っ
て
出
頭
格
は
取
り
上
げ
ら

れ
、
禄
高
半
減
、
隠
居
を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
の
故
と
は
、
元
賢
公

が
亡
く
な
ら
れ
、
三
代
藩
主
に
元
次
公
が
就
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
。 

妾
腹
の
元
次
に
反
対
し
、
長
府
毛
利
綱
元
の
第
二
子
を
迎
え
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
跡
目
争
い
で
負
け
た
綱
元
派
は

一
斉
に
粛
清
さ
れ
、
家
老
神
村
将
監
、
桂
民
部
両
家
は
断
絶
追
放

さ
れ
た
。
藩
刷
新
の
対
象
人
物
と
し
て
、
隆
廉
も
含
ま
れ
、
降
格

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
三
男
系
初
代
隆
之
の
跡
を
継
い
だ

隆
信
は
、
綱
元
派
に
属
さ
ず
元
賢
公
に
従
っ
て
い
た
。
結
局
、
病



に
倒
れ
て
い
た
元
賢

も
と
か
た

公
が
最
終
決
定
を
下
し
、
元
次
公
が
継
嗣
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
元
次
公
に
忠
節
を
尽
く
し
、
ま

た
、
数
々
の
功
績
を
遺
し
、
福
間
家
の
禄
高
五
百
石
を
六
百
石
に

上
げ
、
家
老
職
を
無
事
継
続
し
た
。
隆
信
隠
居
後
、
元
次
公
は
隆

信
を
気
遣
い
、
度
々
、
立
ち
寄
ら
れ
て
い
る
。 

隆 た
か

廉 ゆ
き

、
隆
信
は
叔
父
、
甥
の
関
係
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
明
暗
を

分
け
た
藩
主
就
任
劇
で
あ
っ
た
。 

隆
廉
は
『
福
間
隆
廉
自
記
』（
公
用
日
記
）
を
天
和
二
年
（
一
六

八
二
）
か
ら
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
ま
で
の
十
年
間
に
日
記
と

し
て
十
九
冊
遺
し
て
い
る
。（
山
口
県
文
書
館
蔵
） 

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
九
十
二
歳
の
高
齢
を
も
っ
て
卒
し
た
。 

五
男
系
七
代
目
良 よ

し

衛 も
り

の
長
女
秀
は
遠
石
八
幡
宮
黒
神
直
人
に
嫁

ぐ
。
そ
の
孫
が
徳
山
市
長
を
務
め
た
黒
神
直
久
宮
司
で
あ
る
。 

 

福
間
家
に
伝
わ
る
幻
の
刀 

幻
の
刀
は
二
男
系
十
一
代
目
孝
作
の
四
男
竹
下

駿
ま
さ
る

が
所
持
し

て
い
た
。
昭
和
二
十
年
、
福
間
家
に
伝
わ
る
刀
を
軍
刀
に
改
装
し
、

常
に
提
げ
て
歩
い
て
い
た
。
あ
る
時
、
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
か
け

ら
れ
た
。「
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
徳
川
様
で
す
か
。」
そ
う
で
は
な

い
こ
と
を
告
げ
る
と
「
普
段
は
提
げ
ら
れ
ぬ
方
が
い
い
。
そ
の
鍔つ

ば

は

梧
桐
の
鍔
、
徳
川
様
の
お
抱
え
の
鍔
師
の
造
り
で
す
。
鍔
に
は
金

が
含
ま
れ
て
い
て
一
般
の
人
は
滅
多
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
も

の
で
す
よ
。」
と
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
い
、
そ
の
時
、
初
め

て
刀
の
詳
細
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、

徳
川
家
と
特
に
関
わ
り
が
あ
る
者
は
、
江
戸
留
守
居
役
を
し
た
就 な

り

辰 た
つ

し
か
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
江
戸
に
三
十
年
暮
ら
し
、
萩

に
残
し
て
き
た
家
族
は
父
元
道
が
面
倒
を
見
て
い
る
と
い
う
事
実

か
ら
、
恐
ら
く
就
辰
が
拝
領
し
た
刀
を
父
元
道
に
、
感
謝
の
意
味

を
込
め
て
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
駿
は
確
信
し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
由
緒
あ
る
国
宝
級
の
刀
は
駿
が
留
守
中
、
何
も

知
ら
な
い
義
父
が
訳
あ
っ
て
処
分
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
戦

後
間
も
な
い
頃
で
致
し
方
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
残
念
が
っ

た
駿
は
せ
め
て
も
と
絵
に
し
て
残
し
た
。 

 
甦
っ
た
福
間
家
伝
来
の
刀 

昨
年
九
月
、
五
男
系
十
二
代
目
当
主
福
間
元
辰
こ
と
梅
田
守
氏 



と
、
二
男
系
十
五
代
目
当
主
福
間
壌

ゆ
た
か

氏
が
周
南
市
に
来
ら
れ
た
。

両
氏
と
も
東
京
在
住
で
あ
る
。 

一
昨
年
、
初
め
て
梅
田
氏
に
お
会
い
し
た
時
、
運
搬
の
お
手
伝

い
を
し
た
あ
の
刀
は
、
実
は
竹
下
駿

ま
さ
る

が
涙
な
が
ら
、
絵
に
残
し
た

幻
の
刀
、
そ
の
福
間
家
に
伝
わ
る
刀
と
し
て
甦
っ
た
の
で
あ
る
。 

絵
に
忠
実
に
甦
ら
せ
た
の
は
刀
匠
宮
入

み
や
い
り

法 の
り

廣 ひ
ろ

氏
で
あ
る
。
宮
入

氏
は
長
野
県
無
形
文
化
財
の
名
匠
で
あ
る
。
刀
鍛
冶
は
全
国
に
た

く
さ
ん
い
る
が
、
そ
の
頂
点
に
居
る
の
は
十
八
人
衆
。
人
間
国
宝

を
含
め
て
こ
の
別
格
な
刀
匠
達
を
「
無
鑑
査
」
と
呼
ぶ
。
宮
入
刀

匠
は
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
。 

       

 

宮
入
氏
も
福
間
氏
等
と
一
緒
に
周
南
市
に
来
ら
れ
、
そ
の
刀
の

お
披
露
目
に
私
も
同
席
で
き
る
幸
運
に
寓
し
た
。
そ
し
て
、
他
に

同
席
し
た
人
は
と
い
う
と
、
徳
山
藩
福
間
家
の
こ
と
で
あ
る
、
徳

山
毛
利
家
十
四
代
当
主
毛
利
就
慶

な
り
よ
し

氏
、
十
二
代
元
靖
二
男
就
圀

な
り
く
に

氏
、

大
成
寺
堀
江
一
道
住
職
が
か
け
つ
け
た
。 

た
だ
、
た
だ
驚
嘆
の
一
日
で
あ
っ
た
。 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

刀
の
お
披
露
目
の
翌
日
、
宮
入
氏
の
希
望
で
、
宮
入
、
福
間
、

梅
田
各
氏
を
大
津
島
の
回
天
基
地
に
案
内
し
た
。
皆
さ
ん
忙
し
い

中
、
わ
ず
か
一
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
何
よ
り

で
あ
っ
た
。 

福
間
家
の
歴
史
は
今
日
も
、
た
っ
た
今
の
瞬
間
も
刻
ま
れ
て
い

る
。
徳
山
藩
毛
利
家
も
徳
山
毛
利
家
と
し
て
、
永
遠
に
語
り
継
が

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
歴
史
の
中
で
、
私
も
、
私
の
家
族
も
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
今
を
生
き
て
い
る
。 

 

先
人
た
ち
が
築
い
て
く
れ
た
今
を
生
き
て
い
る
。 

説明をする宮入刀匠 

 

出来上がった太刀 



徳
山
藩
に
命
を
懸
け
て
、
時
代
、
時
代
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ

た
福
間
家
の
人
々
、
そ
し
て
、
四
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
福
間

家
譜
を
完
成
、
発
行
さ
れ
た
福
間

壤
ゆ
た
か

氏
、
編
集
の
小
原

修
し
ゅ
う

氏
、

竹
下
駿

ま
さ
る

氏
、
そ
し
て
福
間
家
譜
に
あ
り
の
ま
ま
、
梅
田
家
の
歴
史

を
編
纂
さ
れ
た
福
間
元も

と

辰の
ぶ

こ
と
梅
田
守
氏
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

家
譜
は
過
去
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
未
来
の
そ
し
て
夢
へ
の
道
標

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
、
福
間
家
譜
の
引
用

を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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